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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年12月3日(2015.12.3)

【公開番号】特開2013-81781(P2013-81781A)
【公開日】平成25年5月9日(2013.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-022
【出願番号】特願2012-224545(P2012-224545)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｈ   5/00     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ａ６３Ｂ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｈ    5/00     　　　Ｊ
   Ｇ１０Ｋ    5/00     　　　Ａ
   Ａ６３Ｂ   43/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月19日(2015.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　笛部を有する往復動体が往復動し得るように、筒部の中に納められているか、または筒
部の中に弾性体を介して納められており、前記筒部が、中空体に設けた開口部の内側に、
この開口部を流通する空気流によって前記笛部が奏鳴して前記筒部内で反響し得るように
、取り付けられている笛玩具。
【請求項２】
　往復動体が往復動し得るように、筒部の中に納められているか、または筒部の中に弾性
体を介して納められており、前記筒部が中空体に設けた開口部の内側に取り付けられてお
り、前記筒部の前記中空体への取り付け部とは反対側の通気口に笛部が、前記開口部と前
記通気口との間を流通する空気流によって奏鳴して前記筒部内で反響し得るように、取り
付けられている笛玩具。
【請求項３】
　往復動体が往復動し得るように、筒部の中に納められているか、または筒部の中に弾性
体を介して納められており、前記筒部が中空体に設けた開口部の内側に取り付けられてお
り、前記筒部の、前記開口部と前記往復動体との間の、壁面に通気口が設けられており、
この通気口の外側に笛部が、前記開口部と前記通気口との間を流通する空気流によって奏
鳴して前記筒部内で反響し得るように、取り付けられている笛玩具。
【請求項４】
　前記筒部の、前記往復動体が往復動する方向の前記往復動体に対面する部位に、前記空
気流を妨げないようにしてクッションが設けられている、請求項１乃至請求項３の何れか
一に記載の笛玩具。
【請求項５】
　前記中空体が人形であり、人形の口に当たる部位に舌用開口部を備えると共に前記往復
動体が舌状体を備えており、前記往復動体が往復動するのに連れて前記舌状体が前記舌用
開口部の付近で往復動するように設けられている、請求項１乃至請求項３の何れか一に記
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載の笛玩具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題は、請求項１の発明では、笛部を有する往復動体が往復動し得るように、筒部
の中に納められているか、または筒部の中に弾性体を介して納められており、前記筒部が
、中空体に設けた開口部の内側に、この開口部を流通する空気流によって前記笛部が奏鳴
して前記筒部内で反響し得るように、取り付けられている笛玩具とすることにより達成さ
れる。この笛部の鳴り方には２種類がある。（１）中空体が主として笛部が往復動する方
向に振られると、笛部はそれ自体の重量によって筒部内を往復動して音を発する。筒部内
を笛部が移動すると、筒部内の反響スペースが大きくなったり小さくなったりするために
、変化のある奏鳴が生ずる。すなわち筒部内の反響スペースが、往復動体の往復動に従っ
て増減するが、往復動体には笛部が設けてありこの笛部から発生する音が上記反響スペー
スを通ることになる。この中空体の開口部を流通する空気流は笛部を通過するために笛部
を奏鳴させることが出来るのである。なおこの現象は、従来のボールに開口部を設けてこ
の内側に、本発明で用いた往復動する笛ではない、ごく普通の笛を取り付けただけのもの
では見ることが出来ない。（２）中空体は手で持つことで圧縮されて、中空体内部の空気
が開口部の内側に設けられた笛部を通り開口部より中空体の外へと流通する。この際の笛
部での空気流通によって笛部が鳴る。また投げたボールが床に落ちたりキャッチボールの
ように相手が受け止めたりする時の中空体の圧縮によっても笛部が鳴る。なお中空体が弾
性を備えていれば、上記圧縮から弾性反発する際に、今度は中空体外部の空気が開口部よ
り中空体の中へ流通する時に開口部の内側に設けた笛部を通ることでも笛部が鳴る。そし
て実際の遊びでは（１）と（２）の鳴り方が一緒になって起こることが多く、それだけ目
新しく興味深いものとなっているのである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
なお、笛部を有する往復動体が往復動し得るように、筒部の中に弾性体を介して納められ
ている場合の、笛部の鳴り方にも２種類がある。（１）笛部は弾性体と笛部それ自体の重
量とによって筒部内を往復動して、笛部の姿勢に拘わらずしかし姿勢により微妙に異なる
、音を発することが出来る。上記弾性体には板バネやゴム紐や反発力を利用する磁石など
、任意の構成を採用して良いが、比較的にコイルバネの利用が好適である。（２）中空体
は、手で持つことで圧縮されて、中空体内部の空気が開口部の内側に設けた筒部の中の笛
部を通り開口部より中空体の外へと流通する。この際の笛部での空気流通によって笛部が
鳴る。同様に投げたボールが床に落ちたりキャッチボールのように相手が受け止めたりす
る時の中空体の圧縮によっても笛部が奏鳴する。中空体が弾性を備えていれば、上記圧縮
から弾性反発する際に、今度は中空体外部の空気が開口部より中空体の中へ流通する時に
開口部の内側に設けた笛部を通ることでも笛が鳴る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
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上述した発明に於ける（１）の鳴り方に付いてより詳しくは、筒部内を笛部が移動すると
、筒部内の反響スペースが大きくなったり小さくなったりするため、変化のある鳴き声の
ような奏鳴が生ずる。すなわち筒部内の反響スペースが、往復動体の往復動に従って増減
するが、往復動体には笛部が設けてありこの笛部から発生する音が上記反響スペースを通
ることになる。中空体が空中を飛ばされている最中にもあるいは手で持っているだけの身
体の僅かな動きででも、笛部が振動して笛が鳴る。これは従来より知られている鳴き方で
ある。しかしながら実際の遊びでは（２）の鳴り方が加わるため興趣ある奏鳴音を聞くこ
とが可能になっているのである。なお笛部を含む往復動体はそれ自体に幾分か重量がある
が、ここに別の錘を設けることによっても（この錘がない軽い状態のものと比べれば錘の
分だけ重くはなるが）、笛部にまた異なる鳴き方をさせることが可能である。しかしなが
らこの錘は笛部の姿勢を制御するためのものではなく弾性体の振動に変化を与えるための
ものであると言うことが出来る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
なお、笛部を有する往復動体が往復動し得るように、筒部の中に弾性体を介して納められ
ている発明に付いても、中空体は一般的にはボールであり弾性を備えていることが望まし
いが、外形は球体に拘るものではなく動物などの具象体であっても良く、また布製などの
ぬいぐるみを被った構成としても良い。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また上記課題は、請求項２の発明では、往復動体が往復動し得るように、筒部の中に納
められているか、または筒部の中に弾性体を介して納められており、前記筒部が中空体に
設けた開口部の内側に取り付けられており、前記筒部の前記中空体への取り付け部とは反
対側の通気口に笛部が、前記開口部と前記通気口との間を流通する空気流によって奏鳴し
て前記筒部内で反響し得るように、取り付けられている笛玩具とすることにより達成され
る。この笛部の鳴り方は基本的には上述した請求項１の発明と同じであるが、笛部は往復
動体と共には動かず、笛部は筒部側に固定されている点で異なる。しかしながら笛部は筒
部内、すなわち上記開口部と通気口との間を流通して上記通気口を通過する空気流によっ
て鳴るものであり、また笛部から発生する音は筒部内に於ける往復動体の往復動に従って
増減する反響スペースを通過するものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
なお、往復動体が往復動し得るように、筒部の中に弾性体を介して納められている発明に
付いては、往復動体は弾性体と往復動体それ自体の重量とにより筒部内を往復動して、往
復動体の姿勢に拘わらずしかし姿勢により微妙に異なる、反響スペースの増減を現すこと
が出来る。上記弾性体には板バネやゴム紐や反発力を利用する磁石など、任意の構成を採
用して良いが、比較的にコイルバネの利用が好適である。筒部内の反響スペースが大きく
なったり小さくなったりすることで、笛部から発生する音に変化がもたらされる。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また上記課題は、請求項３の発明では、往復動体が往復動し得るように、筒部の中に納
められているか、または筒部の中に弾性体を介して納められており、前記筒部が中空体に
設けた開口部の内側に取り付けられており、前記筒部の、前記開口部と前記往復動体との
間の、壁面に通気口が設けられており、この通気口の外側に笛部が、前記開口部と前記通
気口との間を流通する空気流によって奏鳴して前記筒部内で反響し得るように、取り付け
られている笛玩具とすることにより達成される。この笛部の鳴り方は次のようである。す
なわち（１）中空体が主として往復動体が往復動する方向に振られると、往復動体はそれ
自体の重量によって筒部内を往復動して筒部内の反響スペースが大きくなったり小さくな
ったりする。また中空体の開口部を流通する空気流は、筒部の壁面に設けた通気口やこの
通気口の外側に設けた笛部を通って笛部を奏鳴させる。この笛部で生じた音が上記反響ス
ペースを通ることになるため、変化のある音が発せられることになる。なおこの現象は、
従来のボールに開口部を設けてこの内側に、本発明で用いた往復動する笛ではない、ごく
普通の笛を取り付けただけのものでは見ることが出来ない。（２）中空体は手で持つこと
で圧縮されて、中空体内部の空気が開口部の内側に設けられた筒部や、筒部の壁面にある
通気口の外側に設けた笛部を通り、開口部より中空体の外へと流通する。この際の笛部で
の空気流通によって笛部が鳴る。また投げたボールが床に落ちたりキャッチボールのよう
に相手が受け止めたりする時の中空体の圧縮によっても笛部が鳴る。なお中空体が弾性を
備えていれば、上記圧縮から弾性反発する際に、今度は中空体外部の空気が開口部より中
空体の中へ流通する時に、筒部の外側の笛部を通ることでも笛部が鳴る。そして実際の遊
びでは（１）と（２）の鳴り方が一緒になって起こることが多く、それだけ目新しく興味
深いものとなっているのである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
なお、往復動体が往復動し得るように、筒部の中に弾性体を介して納められている発明に
付いては、往復動体は弾性体と往復動体それ自体の重量とにより筒部内を往復動して、往
復動体の姿勢に拘わらずしかし姿勢により微妙に異なる、反響スペースの増減を現すこと
が出来る。上記弾性体には板バネやゴム紐や反発力を利用する磁石など、任意の構成を採
用して良いが、比較的にコイルバネの利用が好適である。筒部内の反響スペースが大きく
なったり小さくなったりすることで、笛部から発生する音を変化させることが出来る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　次に請求項１～請求項３の発明に関して、上記開口部と上記笛部との組が、上記中空体
の複数個所に設けられているものとすることが出来る。中空体内部の空気が流通する開口
部はただ１箇所にのみ限定されるものではない。従って例えば２つの開口部に異なる音色
の鳴き笛（上記笛部）を設ける構成なども可能である。
【手続補正１１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　図１１で表したこの実施例は、上述した実施例１の筒部２に関して、往復動体２２が笛
部２４を有さず、笛部２４が筒部２の外側に配設されている点に特徴を有する。すなわち
弾力性と形状復元性とを有する合成樹脂製のボール１には１個の開口部１０が設けられて
おり、ボール１の内側の上記開口部１０に、筒部７の通気口７０が位置するようにして筒
部７が取り付けられている。この筒部７は、図１１から明らかとなるように、全体は天部
と底部とを有する円筒形状を呈しており、天部には上記通気口７０が開口されており、こ
の反対側の底部には別の通気口７１が開口されている。円筒形状の筒部７の内部には、中
央部に通気部７３が形成されたやはり円筒形状の往復動体７２が、筒部７の底部に設けた
コイルバネ７４により往復動自在に設けられている。また筒部７の底部の外側には、通気
口７１に位置合わせするようにして笛部７６が固定されている。この笛部７６にはリード
７７が、笛部７６の中心部にその長手方向に向けて片持ち状態で振動するように取り付け
られている。すなわちリード７７の他側は自由端であってここが振動して音を発するので
ある。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　笛部７６はその内部の空気流通で鳴る笛である。ボール１が投げられて壁や床に衝突し
たり相手にキャッチされたりした時に圧縮され（図１１の矢線Ｐ）、ボール１内部の空気
が笛部７６、通気口７１から、往復動体７２の通気部７３、通気口７０、ボール１の開口
部１０を通過してボール１の外に出る際に、笛部７６内のリード７７から笛音を発生する
が、往復動体７２が筒部７の内部でコイルバネ７４の弾性力を借りて振動して、筒部７内
の反響スペースが大きくなったり小さくなったりすることにより、笛部７６から生ずる音
色に変化が与えられる。なおボール１には弾力性があって自動的に形状復元を行うので、
この際には開口部１０からボール１の内部に向けて空気流が発生する。なお通気口７１は
筒部７の底部に設けられているが、これを図１１に鎖線で表したように、筒部７の側部に
設けるようにする設計が可能である。この場合には筒部７の側部に開口された側気口７５
に位置合わせするようにして笛部７６を固定することになる（図示せず）。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
１　　ボール
１０，１１，１３　開口部
１２　ぬいぐるみ
２　　筒部
２０，２１　通気口
２２　往復動体
２３　支持体
２４　笛部
２５　リード
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２６，２７　コイルバネ
２８　錘
２９，２０１　筒部
２００，２０２　通気口
３，３６　筒部
３０，３１，３７，３８　通気口
３２，３９　往復動体
３３，３００　支持体
３４，３０１　笛部
３５，３０２　リード
３０３クッション
４　　筒部
４０，４１　通気口
４２　底部
５　　ボール人形
５０　開口部
５１　ムービングアイ
６　　筒部
６０　通気口
６１　コイルバネ
６２　笛部
６３　ホルダー（往復動体）
６４　舌状体
６５　キャップ
６６　舌用開口部
６７　ガイド溝
６８　突部
７　　筒部
７０，７１　通気口
７２　往復動体
７３　通気部（通気口）
７４　コイルバネ
７５　通気口
７６　笛部
７７　リード
８　　筒部
８０，８６　通気口
８１　側気口（通気口）
８２　往復動体
８３　コイルバネ
８４　笛部
８５　リード
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